
Rainy days and Mondays always get me down. ～雨の日と月曜日はいつも憂鬱～ 

 

 

 

 

 

 「例年の」が戻ってきたよう～諸行事～ 

 ５月末に３年生は修学旅行へ、１年生は横浜遠足へ行くことができました。６月初め

に２年生は自然教室へ行くこともできました。６月末には体育祭も予定されています。

新型コロナ感染防止対策で活動内容に制約もありましたが、今年は少し「コロナ前」の

活動ができています。このままコロナが過去のことになってくれるといいなと思います。 

 

 修学旅行に同行して ～学校では体験できない貴重な時間でした～  

５月２６日（木）小田原駅に 6：42 に到着し、生徒集合時間 7：30 まで駅構内の様

子を見ていました。小田原駅を利用する大人や学生が足早に通り抜けていきます。そん

な中、南戸塚中の生徒がスターバックス横のスペースに遅刻者なく集合し 

ました。乗車までの待ち時間は少し窮屈でしたが、落ち着いて待つことが 

出来、一般客に対して恥ずかしいようなことは一切ありませんでした。これまで新横浜

駅から乗車の引率ばかりでしたので、小田原集合で新幹線に乗るのもいいかもしれない

と感じました。新幹線車内は、普段ならお菓子やゲームで結構にぎやかになるものです

が、コロナ対策で我慢し、こちらも大人しく過ごしてくれました。京都駅から近鉄で近

鉄奈良駅へ。３４分の乗車時間はあっという間でした。奈良は確立の高い雨予報でした

が、雨は降っていません。駅を出ると奈良公園です。奈良公園の鹿の様子はＴＶなどで

何度も目にしていたと思いますが、初体験の人には、その雰囲気を楽しめたのではない

でしょうか。ただし、鹿せんべいを買ってしまった人は、鹿のパワーに圧倒されたこと

でしょう。東大寺南大門を抜け、クラス写真を撮りました。その後は班行動。大仏、若

草山、春日大社など定番のコースを巡り、近鉄奈良に集合。京都に戻り、宿舎のある膳

所（ぜぜ）駅まで電車で移動。駅から徒歩約 15 分で宿舎に到着。全員が到着して数分

後、外は大雨に。なんてラッキーなのだろうと思いました。食事は対面でなく、みんな

前を向いての配置。同じ鍋のすき焼きを

つつくというのはありませんでした。お

風呂や部屋での時間はそれぞれ楽しか

ったことでしょう。 

２日目は京都市内を 

タクシー利用の班行動。 

バスの１日乗車券を使って自分たちで

迷いながら行動するというのは、もう昔

のやり方になっているのでしょうか。時

間、能率、疲労感など総合的に考えると、

タイトル上のメッセージ 

今月は“Rainy Days And Mondays”「雨の日と月曜日」

という曲です。この２つの言葉を聞いただけで確かに

少し気が重くなって“get me down”してしまいます。

6 月 6 日に梅雨入りが発表されました。梅雨が明ける

と本格的な夏の暑さがやってきます。それまでの約ひ

と月半を鬱陶しがらずに、紫陽花や涼しさを楽しむ

日々にしていきましょう。 
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タクシー行動はありだと思います。私は３年職員と金閣寺、京都駅付近、清水寺など、

生徒の行動に合わせて様子をみて回りました。天気がよく、久しぶりに京都の定番を巡

ることができました。２日目の夜は、大広間で学年レクが行われました。多彩な出し物

が続き、楽しいひとときとなりました。クオリティーの高い発表も多く、特にトランプ

を使った手品は、圧巻でした。時間が押してしまった分、消灯時間までに時間を取り戻

そうとテキパキ行動している様子も素晴らしい学年集団だなと感じさせてくれました。 

３日目はクラス毎にバスで京都を廻りました。３年５組に同行し、まずは南禅寺北ノ

坊と呼ばれる光雲寺で座禅体験。以前、延暦寺で座禅体験をしたことがあったのですが、

その時よりは厳しくなく、よかったです。貴重な体験になりましたね。その後、宇治平

等院へ。少し距離があるので、あまりゆっくり見学する時間がとれませんでしたが、10

円玉でお馴染みの鳳凰堂とその庭の美しさは心に残ったことでしょう。私が学級担任を

していた時に訪れたのは改修前でしたので、きれいになった鳳凰堂はより美しく見えま

した。京都に戻り湯豆腐の昼食をいただき、帰りの新幹線へ。ぐったりして居眠りする

人が多いかと思いましたが、けっこう元気にしていました。久しぶりの自宅ではぐっす

り眠れたことでしょう。 

この２年間、修学旅行ができないという異常事態が続きました。今年もコロナがすっ

かり収まっている訳ではないので、最後まで本当に行けるのか心配でした。無事に行っ

てこられたことに安堵しました。そして、手間や時間、費用はかかりますが、やはり修

学旅行は生徒の成長にとって貴重な行事であると改めて感じることができました。今年

の３年生の人生に、中学校の修学旅行の思い出ができたことは、本当によかったと思い

ます。最後に実行委員長のことばです。 

 

 次は中間試験、そして体育祭！ ～何事も全力で～  

 明日１６日から２日間は中間試験です。こちらもしっかり頑張りましょう。試験が終

わると２８日は体育祭です。朝や昼休みの大縄跳びの練習に熱が入ってきました。いろ 

んな活動を通して、自分よいところをたくさん発揮し、友達のよいとこ 

ろをたくさん見つけて、充実した学校生活にしていきましょう。７月号 

では１年生の遠足、２年生の自然教室、体育祭を取りあげる予定です。 

修学旅行を終えて   修学旅行実行委員長 ３年２組 I .W. 

 私には、修学旅行を終えて成長できたことが２つあります。 

１つは、寺社仏閣を巡り、歴史に対する理解が深まったことです。伝統的な建物を見て、かつては誰かが生活したり、

参拝をしていたことを考え、時代の重みを実感することができました。 

2 つ目は、修学旅行実行委員長となり主体的に「ぽぽフェス」（学年レク）を作ることによって、何かを企画すること

の難しさと、作り出すことの楽しさを知れたことです。今まで学校では学級委員が「ぽぽフェス」を取り仕切っていて

くれたので、レクの順番を考えたりするのは初めてで、自分の力不足を知りました。しかし新鮮なことばかりで、 

本番も黄色学年が一体となって盛り上がることが出来、とても楽しかったです。 

 コロナ禍の今、新幹線で座席を回転できなかったり、色々話したいことがあるのに黙食しなければなら 

なかったりと少し我慢することがあったけれど、一生に一度しかない中学校の修学旅行にみんなで行けた 

ことで大満足の 3 日間となりました。 


